
グリーンテクノバンク・セミナー
－てん菜生産の課題と栽培支援システムの開発について－
開催のご案内
  輪作が不可欠な北海道地域の大規模畑作では、てん菜は小麦、馬鈴薯などと並ぶ重要な作物であり、砂糖原料として地域の製糖産業を支えています。しかし「生産者として取引制度に合った施肥管理を行いたいが、大規模経営のため畑毎の生育状況の把握が困難である。工場側として合理的な原料集荷計画を策定したいが、糖分品質の事前把握が困難である」などの課題があり、原料としての品質の確保と生産・製造コストの削減を行うために解決策が求められていました。そこで、新たな農林水産行政を推進する実用技術開発事業委託事業「農業空間情報を利用した効率的てん菜栽培支援システムの構築」のプロジェクト（平成18～20年度）が実施され、研究成果がまとめられたので、てん菜生産を巡る課題の整理、てん菜産業の将来展望とともにその概要を発表します。
主催　NPO法人グリーンテクノバンク
共催　千葉大学、北海道農業研究センター、北海道立十勝農業試験場、十勝農業協同組合連合会、
（社）北海道てん菜協会、生物系特定産業技術研究支援センター
１．日時　平成21年3月4日（水）13:00～17:00（受付12:00～）
２．会場　ホテル日航ノースランド帯広　２Ｆ　ノースランドホール
        （〒080-0012帯広市西２条南13丁目１, Tel : 0155-24-1234）
３．内容　
　１）基調講演　「北海道におけるてん菜産業の将来展望」
　　　　　北海道銀行法人営業部　　　　　　　　　　　　　　　　　　西山泰正氏　
　２）「Ｎスコアと土壌診断によるてん菜の肥料コスト削減」　
　　　 　北海道立十勝農業試験場生産研究部　　　　　　　　　　　　笛木伸彦氏
　３）てん菜栽培支援システムとは？
　　　　　プロジェクト研究総括者
　　　　　千葉大学環境リモートセンシング研究センター　　　　　　　本郷千春氏　　　　　
　４）「窒素肥沃度の広域評価及び気象データからの地域・土壌別の根収量の予測」
　　　　　（株）ズコーシャ総合研究所　　　　　　　　　　　　　　　丹羽勝久氏　
  ５）「衛星・気象データ統合型アプローチによるてん菜根収量の予測」
    　　　千葉大学環境リモートセンシング研究センター　　　　　　　本郷千春氏
　６）総合討論（座長；農研機構フェロー　西宗　昭氏）
４．参集範囲等
　１）参集範囲：農業生産者、製糖関係者、農業関係の技術者・研究者、行政
　２）申込み方法：平成21年3月2日（月）までに、別添の申込書で下記あて申し込むこと。
　３）入場無料、定員（150名）になり次第、締め切らせていただきます。
５．申込み・問い合わせ先  NPO法人グリーンテクノバンク事務局
   〒060-0002　札幌市中央区北２条西２丁目　三博ビル
   Tel & Fax：011-210-4477    E-mail：gtbh＠almond.ocn.ne.jp　               

